







人間性だと思う。芸術家といえども, 出会った人, 或いは, 自分の絵のモデ
ル全員に関心を持つのは容易なことではないだろう。イェイツ氏の手による
肖像画はすべて, 男女を問わず, 彼の愛情が添えられて描かれているように


























を遠ざけ, 厳しい戒律で縛りつけるものだ。ところが, 老子だけは, 改革に
は終りがないことを知るが故に, 宗教指導者の中でただひとり, 世直しをす
る者のことを聞くと, ため息をつくのである。理想国家では, 人は自分自身










































































く, ゆっくりと含み笑いをした。バトラーは, まるで先生のように, 我々全



























































由への憧れが高まるにつれ, それとともに, その不可欠な要素として, 人間
性そのものの価値も深く認識するようになった。清教徒主義は, 徒労となっ
たが, 悲痛なまでに, この認識と戦った。バトラーの善良さは, 彼が人間性
そのものを好んだためである。それゆえ, 彼が, 人間性から本来の心の糧を























なるほど, スコットランド人は, 自負心をもつとき, いい気分かもしれない。


























































った。それは, まるで美しすぎること, または, 陽気で愛嬌がありすぎるこ
とに, 女性たちが許しを請うているかのようなものである。だから, バトラ
ーが, 彼女たちを自分より劣った存在と考え, 特に女性に対してはいつも親






























































た。それに, 当時, 仲間のほとんどがキリスト教信者であった。実際, 神の
存在を疑うなど思いもよらないことだった。今日だけでなくその当時も, ア
メリカでもイングランドでも, 惰性のように身についた信仰心は, 芸術家の











































































泊し, ひとり朝食の席についていたときのことである。その前夜, 私は, ７
･８年ぶりにアイルランドから出てきたところだった。その席から, バトラ
ーが通り過ぎようとするのを見かけたのだ。うれしさと驚きで, 彼を呼び止




（The Seven Arts, 1917年掲載)
「故国を思って」
あらゆる所で, いや, 英語が使用される国々のほとんどで, 注目されるの




た。言うなれば, 母親は家の中で, 父親はその外で, 世界を治めてきた。商
取引は, 委員会, 組合, 株式会社の扱うところとなり, 個々の人間は, 血も
涙もない数字で管理される, 巨大な機械の単なる歯車か滑車のひとつと化し
てしまった。それと同じく, 家庭においても, 専門家と称する, 最新科学か
偽療法に詳しい者が母親に取って代わり, 彼女のいるべき地位を占めている。





















































まだ, 郵便馬車16 に代わる, 低料金の鉄道が通じていなかった。それでも,
私たちは自分の家のことばかり考えて生活していた。 家のことばかり考










の練習問題, ぞっとするほど嫌な, その時代のラテン語文法, 大きなラテン
語辞書, ギリシア語辞書であろうと, 教育方法への反撥によって, 学習






少年が, 両親の不仲, 母親が弟ばかりを贔屓にするなどの悩みを, 小声で話
してくれたのを思い出す。ある少年は, 実家の生活が困窮していることを心























は, 平均的な少年となり, 父, おじ, それに周囲の人と変わらぬ, 平均的な
男性に成長することを, この母親は知っていたのである。友人のひとりにと
























































好まれる。のみ込みの悪い少年がいると, その子は, のるかそるか, イング
ランドへ送られ仕事に就かせられる。しかし, 利口な少年の場合, 話は別だ。

























彼は, 懐疑的であると同時に, すぐ真に受けやすい人間でもある。もし, 彼
が快活かつ率直に意見を述べると, 彼を警戒するものは誰もいない。イング





るものとしては, 何も持っていない。人びとは, あまりに貧しくて, ゆとり
がないのである。いや, そうではない。むしろアイルランド人には数多くの
「心を楽しませるもの」がある。だが, それは, 少年らしい友情や, 家族の
とても強い愛情の絆の中に存在しているのだ。だが, そのことは, 彼らがア










とも, 無為に過ごすことのために, 海のように激しい渇望へと, 時に変化す
る余地が十分ある。裕福な人々の場合, 野心と自由な知性が与えられる。そ
して, みんなには, 人間関係を悪くするのではなく, 良くするような人間性
についての, 古くからの知恵が与えられる。
イングランドの少年の場合, 歴史は全く異なる。有名で, 歴史のある学校
に入学すると, 両親, おば, いとこたちみんなが期待するように, 認められ
ることを願う。彼の望みは, イートン校, ハロー校, またはラグビー校の生










しない。 イングランドの家庭生活は, 裕福で, これといった事件もなく,
法の保護下で, よそよそしく冷たいままなのである。アイルランドの家庭で














ングランド人のことなら, 預金通帳, 教理問答集, クラブの規則, 国法を見
れば, 知ることができるのだから。イングランド人は, 賞賛に値する国民で,
鉄道の時刻表と同じくらい推測しやすい。イングランドの母親は, 学校の玄






















にあるのは, 談話である。私たちが, 食事をせっかちに待つのも, 会話に飢
え, 渇望しているからである。議論のためや話し上手になるためでなく, 互
いに人間そのものを好むために, 食事の時間を待つのだ。人の声, 顔, 微笑





しだ」という信条があるように, 私たちは, 敵さえも, 好きになる。アーサ












1. “Homo sum; humani a me totum alienum puto.”
2. William Newenham Montague Orpen (18781931) : アイルランドの肖像画家で
ケルト復興運動に関わった。市立美術館の設立者 Sir Hugh Lane の友人として
も知られる。











また, 死後出版された『万人の道 』(The Way of All Flesh,1903) は自伝的作品
である。




Way of All Flesh (原題) は彼の死後出版〔1903年〕された。
7. Edmund Burke (172997): アイルランド出身の英国思想家｡『フランス革命の
省察』などの著書がある。
8. Francisco () de Goya（17461828）の絵画には心の闇, 暗い衝動, 狂気な
どを示すテーマが共通して見かけられる。人間性を重んじたバトラーと対極に
ある。
9. 15世紀ヴェネチアン・ルネッサンスの画家, Giovanni Bellini のこと。ラスキン
は色彩に関する講義 (Slade Lecture, Oxford, 1870) で「ジョン・ベリーニに代
表される絵画の頃を巨匠の時代とあえて言う。真にその名に値する時代であっ
た｣, と述べている。ラファエル前派は ジョヴァンニ・ ベリーニの影響を受
けたとされる。19世紀後半の絵画の傾向を伝えている。
10. Charles Darwin (180982) による, On the Origin of the Species は1859年11月に
出版された。











14. Vittoria Colonna (14901547): ローマの貴族の娘。ミケランジェロと親交があ
った。





17. Cornelius Nepos (B.C. 100B.C. 25): 共和制ローマの伝記作家｡『英雄伝』を
書く。平易なラテン語のため, イギリスでは入門的な教育に使われた。
18. William Pitt, 1st Earl of Chatham (170878): 18世紀の政治家, 首相, 任1766
68｡
19.「三つ子の魂百まで｣ William Wordsworth (17701850), ‘My Heart Leaps Up’
20.「メリー・イングランド｣：昔からの呼称で産業・都市が発達する前を懐かしむ
こと。
21. Arthur Symons (18651945) : 詩人, 批評家, 象徴主義運動の指導者として知
られる。息子のイェイツと親交があった。彼はイェイツと1899年にアラン島
を訪ねた。
22. George Bernard Shaw (18561950): アイルランド出身の劇作家, 劇評家｡
翻訳には以下のテクストを利用した｡
John Butler Yeats : Essays : Irish and American. Dublin : Talbot ; New York : Macmillan,
1918.
ジョン・バトラー・イェイツ著『アイルランドと……
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